



が指摘 されているc中 央教育審議 会 (20%)が
教職員 に行 った調査で も,小 中学生のコ ミュニ
ケーション能力の低 さについて言及されている。
久芳・竹村 (2004)は , このよ うな子 どもは ,
I亀 信 (ノ)な さや 自EL肯定感の低 さt)う かがえると述
ハ1て いる.ま た, 自己肯定感が高い者は, アイ
ガ l′ ■ ずアィが確 立され,ス |ヽ レスマネー llス :/
1ヽ 力 も高 く (田 中・福井・並川・渥美・三保・榎
本・浦田 。亀 田・谷 。大西 。中谷 ,2010)夕 ‐精神
的健康 と密接に関連 している。 このことか ら,教
育現場などで 1当 己肯定感 を高める■とについて議
論されることも多い (深谷,2010:小 笠原,2016).
自己肯定感 心理学の分野で自己肯定感は,自
己に関する研究の中で自尊感胤  自己肯定感 , 自
i二 評価などの言葉で研究 されてきた.しか しPこ
れ らは研究者間で明確には区別 されていない 田
中 (〔 20H_:)}ご よる」ず、 自尊感 晴とはSelf‐ ettee輝
の訳語で,Rosenbe暉が定義 した 「特定の対象、
)1まiり 自己に対す る肯定的あるいは否定的な態
度」 (ヒ い う考 え方が一般 的だ と述べ て1ヽ る .
Rc)senbcFg(:爵 6轟:)lil 白尊感情 |二 は 自分を |~た
し` ′`八ノよし` (iVeXy夢 :Ю d)ニ  イヒ
ー
鷲iえ ること, |~■ オ1´
で 1二 い (go銀 鋼麒igh)1 と考 え ることの 2′ ⊃∩
意味があ り,精神的健康に重要なのは 「1■ オlで 11
い」 と:い う意味での自尊感 1青 であると考えた.さ
ら|二 , S(〕 lf―esteemの 重要な概illこ ,1… Fe甲鍵ti
日本言吾で百 争「尊敬」が轟 3:=し か し, 轟本_た |こ
とって自分を尊敬するとい 十二ヽ主:よ あま りな llみ
がないため , 1玉]中 (象■1::|ま 自己√,評 イII:的 4貰極 i
である 1歯 尊感 隋J'下 位概念 と :_II‐ 自己占定感 を
「自己 :こ 対 して前向き で、好 まし(1悪 うような態
1壼や感〉青」 lゴ 定義 したこ 本:研究 IF t(■ の定義を使
用すこ).
自己肯定感 と養育態度 自己肯定感に影響を与









いる。桂田・石・山下 (201(球 1■ ,大学生を対
象とした研究で,高 い自尊感晴を育 11る ためiこ は,






感においでも,親の愛 1青や共感,自 律を促 ケ養青
態度が高い自己肯定感を育てる11武 えられる。
成功 墨失敗体験 菊池 (鸞職),よ 自己肯定:惑
と幼少期の成 y:ナ]体験との関係を示唆している.ま
た,塩澤 (鸞 1(〕 )は , 子ど1■ 11:L11,れ
'4)と
き■
納得できれば前向きに課題を受 li t11め 、解 :た I[:il
l)て 努 力在ると述・ミタ されに教‐島計″〕立場力■)隻
めるときは子どもが本気で頑張ったのかを見抜 t
ことが必要であ |11),叱 られ,議 まされたからこそ
味わえると述 せている。つまり,貫賛 奮11七 日宅のバ
ランスが大切だといえる. しか し, 二れらに関し
て実証的研究はほとんなされていない[
そil F_本研究では自己肯定感 l■ 影響を与え4
成功 “失敗体験翼寺√)親の養育態度11,い て,賞賛・
叱咤|=着 目して検討するIと を i識 {」 とする




養育態 li奮 が,自 11肯 定感 111ど母 :二 う11景′響 十
~4■
・
探索的 !二 調査す 4
0成功・失敗場面缶複数設 Iサ ,具体的 `な 場蓋√,
違いが自己肖定感にど路よう:二 疑;響 するか:二 つい
ご調査 :えi■
0偶然 :こ 起きた成功瞬面や意僕的 !三 取 ::組んだ













研究協力者 :A県に所在する2校 の′」ヽ学i3～ 4年
生184名 (有効回答者138名 )ヽ









で後ろの席から回収したcそ の後,す ぐに封筒 i二
入れ,封をしてもらった。
使用尺度 :1)自 己肯定感尺度
田中 (2011う が作成 した1園 子8項 響力ヽらなる
|~自 己肯定感尺度ver.2」 を使用 1_た ,研究協力者
の精神的負担を考慮 し,一書|]表 現を変えた〕項目
は,①私は, 自分のことを大切だと感 じ′ろ,0*
私|ま , 日寺 F々 しヽなくなった方がましだと′感 じるc
3私は,い くつかの長所を持っていなギ|:D私 は、
た並み程度 |こ は物事ができる。 ユ:1*私 は,後悔ば
かケ)1_て いる 0*私 は, 何をやっても, うまく
できない。(⊃ *私は, 自分のことが好き二なれな
い 3私 |ま ,`|´ ;;η 事を前向き:こ 考える方だ〕 ::*は
i重転項目)
2サ)成功失敗体験時の親の養育態度具度
岩崎 (2009,を 基に本研究 ご作成 した,子 ど
もを評定者 ≧する8場面にお :す る,「受容」
~指
導 1
「意欲促進」「放任 1「賞賛」「叱咤 :め 6→の養育
態度に対する5段階評定の質問;|(li氏 を使用する。場





















分 |す られた。また, 自己肯定感と親の養育態度の
関係 |こ ういて,Pearsonの 相関係数から, 自己肯
定感 と[努 力場面にお |す るボジティブな関わ り]
(2仁 .51,ゴiバ.01),[失 敗場面の受容・指導I(I年 。
32,メ ,01),I意欲承認](f仁 .43,ρ<.01),[楽
観的](レ=。22,メ ,01,,I気 持 らへの寄 り添い]
(′






り (F(2,128)=4。 24,多KO(〕 1),多重比較から,
F口 tf霞宅を放任』群は IF闘 わ :11'・ 要求高』群,F叱咤・
激励』群,F子 どもへの寄り添い』群,『賞賛』群




感を高めることが明 IЬ かになった。 二の養育態度
を |・毒成する具1本滝勺な養育行動から,テス トや体育 ,
工作など努 力場面で,子 どもを褒めたリー緒に喜
んだり励ました }:}と いう養育行動が自己肯定感を
高める■と,失敗 しても「次は頑張れ」と励まさ
れることで次への意欲につながり, 自己肯定感を
高めていると考えられる。一方で, 自己肯定感を
低める養育態度 として[放任]が あリァどのような
場面においても 1何 も言わない」という態度は自
己肯定感を低下させることが明らかとなった。
臨床心理学的意義
本研究において,具体的な場面や養育行動を設
定し得られた結果は,具体的な対応の仕方を求め
られる現在の子育て支援において,有効な一助と
なると考えられる。
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